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   The patient, a 73-year-old woman, had undergone hysteretomy and irradiation therapy 26 years 
ago. On September 4, 1997, the patient was referred to our hospital, and presented with low grade 
fever and lower abdominal dull pain of a one-month duration. Radiologic and vaginal examinations 
revealed bilateral hydronephrosis and a giant stone lying down between the bladder and vagina. 
Vaginal incontinence showed the presence of the vesico-vaginal fistula. She underwent bilateral 
ureterocutaneostomy and cystolithotomy. A giant vesico-vaginal stone was removed by using a 
hammer and chisel. It weighed 180 g. The stone was composed of calcium phosphate and 
magnesium ammonium phosphate. Persistent infection of the bladder and the vagina may have been 
a possible etiological factor of the vesico-vaginal stone formation. Three weeks after the operation, 
bilateral hydronephrosis was improved. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 517-520, 1998) 
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緒 言

女性に発生する膀胱 膣結石の原因としてしばしば

膀胱膣痩が報告 されている。今回われわれは巨大膀

胱 ・膣結石を形成 した膀胱膣痩の1例 を経験 したので

報告する.

症 例

患者:73歳,女 性

主訴:熱 発,下 腹部鈍痛

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:47歳 時,子 宮体癌にて広汎子宮全摘術 を施

行された.

現病歴:47歳 時,広 汎子宮全摘術術後1週 間目より

尿失禁を認め,膀 胱膣痩 を指摘されていたが,通 院せ

ず放置していた.1997年8月 頃より下腹部鈍痛を自覚

し,発 熱が出現 したため近医婦人科を受診 した とこ

ろ,膀 胱 と膣に結石の存在を指摘され,9月4日 当科

を紹介 された.初 診 時,膣 性尿失禁著明であ り,

KUBに て骨盤腔内に石灰化 を認め,DIPに て両側

水腎症を認めたため精査加療目的にて同日入院 した.

入 院時現 症:身 長151cm,体 重46kg,血 圧190/

100mmHg,栄 養 状態良好.胸,腹 部理学的所見 では

下腹部正中切開創痕 を認めた.内 診にて膣前壁部 に石

様硬の腫瘤 を触知 し,同 部 より尿の流出をみた.外 尿

道 口よ り尿道 カテーテル を挿入す ると直ちに結石に突

き当た り,結 石 は膀胱内腔 を完全 に占有 してい るもの

と思われた.

入 院時検査所見:血 液一般,血 液生化学で は特 に異

常 は認めなかった。尿所見では高度膿尿を認め,尿 中

一般 細菌培養で はProteussp .IO5/ml,KlebsiellaPneu-

moniae105/mlが 同定 された。

X線 検 査所 見:KUB上,骨 盤 腔 内中央 に8.7×

7.Ocm大 の 結石陰影 を認 めた(Fig.1),DIPで は右

側完全重複腎孟尿管お よび両側中等度 の水腎症 を呈 し

てい た(Fig.2).骨 盤 部CTで は結 石が膀胱 内 を占

拠 していた(Fig.3).以 上 よ り膀胱 膣結石 を合併 し

た膀胱膣痩 と診 断 し,膣 性尿失禁の改善 目的で9月10

日右 側尿管尿管 吻合術お よび両側尿管皮膚痩術 を施行

した.膣 性尿失 禁は消失 し,一 旦退院後11月5日 再入

院 し,11月7日 膀胱切石術 を施行 した.

手 術 所見:下 腹部正 中切 開にて膀胱前 腔 に達 す る
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Fig.3.CTshowedthatcalcificationoccupied

theentirebladder.

蝋 鞠蟻
Fig.LKUBrevealedagiantbladderstone,

8.7×7.Ocmintwodimensions.

Fig.2.DIPshowedbilateralhydronephrosis

andcompleteduplicationofrightkid-

neyandureter.

も,恥 骨結合上縁と膀胱壁 との間隔がほとんどなく,

腹腔内より膀胱壁を切開し,膀 胱内に到達 した.結 石

は膀胱粘膜と強度に癒着してお り摘出不能であったた

め,槌 とノミで砕石 し,順 次摘出したのち膀胱後壁に

直径5cmの 痩孔が認められた.

摘 出標本:結 石 の重量180g,色 調 は黄褐色,表 面

粗造であ った.結 石成分は リン酸 カルシウム22%,リ

ン酸マ グネシウムアンモニ ウム78%で あ った,割 面像

で異物 などは認め られなか った.

術 後経過:術 後,麻 痺性 イ レウスお よび汎発性腹膜

炎を併発 したが,保 存的治療 にて改善 した.術 後3週

間 目のDIPで は両側 水腎症 も改 善 し,2カ 月 目の現

在経過良好である.

考 察

婦人科手術後の泌尿器科合併症 として尿管膣疲,膀

胱膣痩,膀 胱膣直腸痩,尿 管狭窄などがあるが,特 に

膀胱膣痩および膀胱膣直腸痩は広汎子宮全摘除術およ

び同術式に放射線療法を併用したものに多 くみられる

傾向にある1)自 験例 における膀胱膣痩形成の原因と

しては広汎子宮全摘除術および放射線療法に伴う膀胱

壁の血行障害が考えられ,膀 胱 膣結石 を伴ってい

た.結 石分析はリン酸マグネシウムアンモニウムが大

部分を占める感染結石であり,長 期間の放置による持

続的な慢性感染,炎 症により痩孔結石が発生 し,巨 大

化 したものと推測される.膣 結石の合併については

Santら2)は 膣結石形成の重要な要因としてurease産

生菌による膣内酸性度変化を指摘 してお り,自 験例で

も尿中細菌培養でProteusが 検出さltLた.Raghavaiah

ら3)は膣結石の発生は膀胱膣痩によるものが多いと述

べている.

膀胱膣痩の治療に関しては原則的には手術的に閉鎖

術 を施行されることが多いが,広 汎子宮全摘除術に放

射線療法を併用 した既往のあるものでは特に痩孔閉鎖

術が非常に困難であるといわれている4).進 藤 の報

告1)では膀胱膣痩13例,膀 胱膣直腸痩5例 中,痩 孔閉

鎖術が行われ成功 した ものは膀胱膣痩4例 のみであ

り,そ の他は尿路変更術が行われた.自 験例の場合,

D巨 大膀胱 膣結石 を合併 し,強 い慢性感染,炎 症

が存在する.2)婦 人科術後および放射線療法後のた

め腹膜や膀胱壁の高度の癒着が予想され,痩 孔閉鎖術

が非常に困難である.3)膀 胱内を占有する結石の存

在により痩孔閉鎖後も低緊張膀胱 となり,自 然排尿が



瀬川,ほ か:膀 胱膣痩 巨大膀胱膣結石 519

Tablel. vesico-vaginalfistulawithvesico-vaginalstonereportedinJapaneseliterature

No.年 度 報告者 年齢 原 因 主訴 治 療 治療まで 結石
の期間

重量 成 分

11958兼 松 ら27

21965堀 内 ら

31969細 川 ら

41973坂 田

51976浜 野 ら

61982久 米 ら

7〃 竹 中 ら

外尿道口
異所開口

57広 汎子宮
全摘

62子 宮筋腫

摘除

51子 宮全摘

放射線

52分 娩時
膣損傷

68死 亡胎児

掻爬

50鉗 子分娩

81985近 藤 ら53

91987徳 原 ら

IO〃 高野 ら

111988布 施 ら

121990那 須 ら

子宮全摘
放射線

32卵 巣疾患
子宮摘出

63遷 延分娩

33子 宮筋腫

子宮摘除

46頸 管縫縮術

131992村 山 ら41子 宮 全摘

熱発
下腹部痛

尿失禁

下腹部
外陰部痛

尿失禁

頻尿
残尿感

尿失禁

尿失禁
下腹部痛

尿失禁

尿失禁

尿失禁

排尿痛
尿失禁

頻尿
排尿痛

不明

141994大 岡ら57子 宮筋腫 排尿痛
子宮摘出 尿失禁

151996大 塚 ら21膣 内 異 物 尿失 禁

16 1998自 験例73子 宮全摘 熱発
放射線 下腹部痛

砕石術

痩孔閉鎖術
切石術

痩孔閉鎖術
切石術,腎 痩

痩孔閉鎖術
切石術

痩孔閉鎖術
切石術

痩孔閉鎖術
切石術

切石術
回腸導管造設術

経膣的摘出
尿管皮膚旗

砕石術
痩孔閉鎖術

後膣壁切開

砕石術
痩孔閉鎖術

砕石術痩孔
閉鎖術

砕石術
経膣的痩孔閉鎖

痩孔閉鎖術
切石術

膣結石摘出
経膣的痩孔閉鎖

切石術
尿管皮膚痩

13年

4年

30年

膣

痩孔

膀胱,膣
痩孔

膀胱
凄孔

膀胱,膣

33年 不明

30年 膀胱,膣

12年 膣

10年

36年

2年

膀胱,膣
痩孔

膣

膀胱

ll年 膀胱

18カ 月 膀 胱

5年 膀胱

9年 膣

26年 膀胱,膣
痩孔

1,050gMAP

不明

8.79リ ン酸 塩

39.29

19gMAP

88.8g不 明

37g不 明

35gリ ン酸塩

MAP

リン酸Ca

炭 酸Ca

l90gMAP

不 明

MAP
リン酸Ca

不明

120gMAP

炭 酸Ca
リ ン酸Ca

MAP

180gMAP

リン酸Ca

不可能なことが予想される.以 上の理由から痩孔閉鎖

術は断念 し,ま ず尿路変更として尿管皮膚痩術を施行

し,二 期的に膀胱切石術にて結石を摘出した.結 石は

膀胱粘膜と癒着,嵌 頓 しており,手 術が非常に困難で

あった.
一方膀胱結石は全尿路結石の約5%の 頻度で5),重

量が100g以 上のものが巨大膀胱結石 と定義されてお

り6),一 般的に男性に多くみられるが,女 性の場合は

尿の停滞だけではなく結石発生に複雑な原因が関与 し

ている場合が多い.自 験例では治療前のDIPで 両側

水腎症を呈しており,巨 大結石による両側尿管口の圧

迫に起因した腎機能低下7'8)が予想 される状況であっ

た.結 石が一定の大きさに成長すると膀胱内での可動

性が減少するため膀胱刺激症状が軽減するといわれて

おり9),自 験例でも長期間にわたり膀胱刺激症状が出

現せず放置 されてお り,結 石が巨大化 したものと思わ

れる.

本邦における膀胱膣痩にみられた痩孔結石の報告例

は文献上渉猟 したかぎりでは自験例を含め16例であっ

た(Tablel).膀 胱膣痩の発生原因は婦人科的原因に

よるものが10例,産 科的原因によるものが5例,先 天

的奇形が1例 であった.主 訴では尿失禁がIl例 と大部

分を占めた.治 療では切石術および痩孔閉鎖術7例,

切石術および尿路変更術4例,切 石術のみ2例,砕 石

術および痩孔閉鎖術3例 であった.婦 人科的悪性腫瘍

の既往のあるものの大部分に尿路変更あるいは尿管膀

胱新吻合が必要 となっている.結 石成分では記載のあ

るll例中8例 が リン酸マグネシウムアンモニウムを含

んでいた.

結 語

巨大膀胱 膣結石を合併 した膀胱膣痩の1例 を報告

し,本 邦報告例について検討を加えた.
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